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郡元団地 S=1/3000

　共同溝（改修）635m

共同溝躯体改修(爆裂部・欠損部等）

搬入口・換気口更新
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施工の条件

工　事　概　要
工事概要書 (参考図)

換気口更新

搬入口更新

工　　事　　名

工　事　場　所

一式

一式

一式
・　規　模　等

　・ 構内は、禁煙とする。

工 事 の 種 類

完 成 期 限

鹿児島県鹿児島市郡元１丁目２１番２４号　（鹿児島大学構内）

共同溝改修（６５０ｍ）

共同溝欠損部、爆裂部補修

平成元年１２月２０日(金曜日)

鹿児島大学（郡元）ライフライン再生（共同溝改修）工事

　工事車両進入経路

凡 例

　本工事位置（共同溝改修範囲）を示す

　 　重機の移動等で発生する騒音・振動等の軽減対策を行うこと。

　・ 使用する重機等は低騒音型・低振動型及び排出ガス対策型とし、

　・ 酸素濃度測定管理を行うこと。

　・ 構内は徐行運転とし、学生・教職員等への事故防止に努めること。

　・ 工事で発生する粉塵等は工事範囲外に漏れないよう対策を行うこと。


